
づ
く
つ
ら
い
思
い
を
し
ま
し
た
。

昭
和
二
十
三
年
元
旦

前
日
の
夜
間
作
業
で
ぐ
っ
た
り
疲
れ
て
帰
っ
て
来
て
、
腹
が

ペ
コ
ペ
コ
だ
。
朝
食
を
終
わ
っ
て
、
元
旦
ぐ
ら
い
は
ゆ
っ
く
り

休
め
る
と
思
っ
た
の
も
束
の
間
、
ま
た
貨
車
が
入
っ
た
、
全
員

整
列
の
鐘
が
鳴
る
。
食
延
ば
し
の
定
量
を
蓄
え
た
も
の
で
、
心

ば
か
り
の
ご
馳
走
が
出
る
。
民
族
の
習
慣
の
違
い
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
こ
ん
な
み
じ
め
な
正
月
な
ん
て
、
と
言
い
か
け
る
と｢

我

々
は
俘
虜
じ
ゃ
な
い
か
」
と
境
遇
を
思
い
出
し
た
。

昭
和
二
十
三
年

一
月
二
十
四
日
、
帰
国
の
た
め
ナ
ホ
ト
カ
第
三
八
〇
収
容
所

第
一
分
所
に
入
り
、
そ
の
後
道
路
補
修
作
業
延
べ
二
百
四
十
キ

ロ
を
し
な
が
ら
収
容
所
を
転
々
と
す
る
。

六
月
十
五
日
、
恵
山
丸
に
乗
船
ナ
ホ
ト
カ
港
出
帆
、
六
月
十

八
日
、
舞
鶴
に
入
港
、
無
事
に
復
員
す
る
。

最
後
に
、
抑
留
中
、
帰
国
を
夢
み
つ
つ
万
斛
の
恨
み
を
の
ん

で
倒
れ
た
同
胞
に
対
し
て
、

衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記
　 

岩
手
県
　
長
塚
力
　 

終
戦
後
、
十
月
初
旬
の
日
北
満
の
都
市
チ
チ
ハ
ル
は
、
す
で

に
晩
秋
の
気
配
色
濃
く
、
シ
ベ
リ
ア
お
ろ
し
が
身
に
し
み
る
季

節
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
チ
チ
ハ
ル
の
関
東
軍
の
被
服
庫

よ
り
多
く
の
軍
服
外
衣
服
を
取
得
し
て
、
日
本
に
帰
る
こ
と
を

信
じ
て
貨
物
列
車
（
二
段
式
）
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。
間
も
な

く
、
列
車
が
北
進
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
騒
然
と
な
り
ま
し

た
が
、
満
州
及
び
朝
鮮
は
戦
後
の
政
情
不
安
に
よ
り
、
ソ
連
経

由
に
て
帰
国
と
の
こ
と
で
し
た
。

久
方
ぶ
り
に
日
本
（
郷
里
）
や
食
べ
物
の
話
題
で
に
ぎ
や
か

で
し
た
。
夜
に
な
っ
て
下
車
、
集
落
は
暗
く
寂
し
さ
を
感
じ
、

寒
気
厳
し
く
、
地
面
は
雪
で
白
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ソ
連
へ

の
第
一
歩
を
こ
こ
チ
タ
地
区
の
ハ
タ
ブ
ラ
ー
ク
、
北
緯
五
十
一

度
、
東
経
百
十
五
度
、
チ
タ
市
よ
り
東
南
約
百
五
十
キ
ロ
の
地

に
印
し
た
の
で
す
。
以
来
、
一
九
四
八
年
八
月
に
帰
国
す
る
ま



で
の
私
は
、
収
容
所
を
四
か
所
渡
り
歩
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ハ
タ
ブ
ラ
ー
ク
よ
り
東
方
約
七
十
キ
ロ
が
ソ
ダ
ト
イ
。
ソ
ダ

ト
イ
よ
り
北
東
約
三
十
二
キ
ロ
が
カ
ラ
ン
グ
イ
。
次
に
、
ソ
ダ

ト
イ
よ
り
北
東
約
三
十
五
キ
ロ
が
ブ
ッ
カ
ッ
カ
と
、
厳
冬
、
飢

餓
、
重
労
働
の
二
年
十
か
月
の
収
容
所
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ハ
タ
ブ
ラ
ー
ク
収
容
所
。
一
週
間
し
か
い
ま
せ
ん
が
頭
よ
り

離
れ
ま
せ
ん
。
収
容
所
に
着
く
や
、
マ
イ
ナ
ス
気
温
の
中
で
裸

に
さ
れ
入
室
。
衣
服
一
つ
ず
つ
の
操
り
返
し
支
給
に
、
先
行
き

の
不
安
と
、
持
参
し
た
被
服
等
を
没
収
さ
れ
、
結
果
的
に
入
ソ

に
あ
た
り
、
運
送
の
使
役
を
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
等
。
ダ
モ
イ
・

ダ
モ
イ
の
掛
け
声
と
と
も
に
、
ソ
連
に
対
す
る
考
え
を
改
め
ね

ば
と
感
じ
ま
し
た
。

ソ
ダ
ト
イ
収
容
所
。
十
月
下
旬
入
所
。
以
前
は
馬
鈴
薯
の
貯

蔵
庫
か
体
育
館
の
よ
う
に
所
内
の
仕
切
り
は
な
く
、
古
い
施
設

に
て
土
間
で
し
た
。
私
た
ち
を
住
ま
わ
せ
る
た
め
に
、
急
づ
く

り
の
板
だ
け
の
二
段
式
ベ
ッ
ド
。
着
の
み
寝
る
生
活
の
中
で
、

百
五
十
人
ほ
ど
収
容
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ス
三
十
度
の

厳
寒
の
中
で
、
シ
ラ
ミ
に
よ
る
発
疹
チ
フ
ス
の
媒
介
と
栄
養
失

調
と
合
わ
せ
て
、
死
亡
者
の
続
出
を
た
だ
た
だ
茫
然
と
悲
し
み

の
中
で
見
送
り
ま
し
た
。

作
業
は
伐
採
と
建
築
作
業
が
主
で
し
た
が
、
粗
悪
な
給
与
に

よ
り
、
体
力
の
衰
え
に
て
作
業
が
は
か
ど
ら
ず
、
ソ
連
の
監
督

に
ブ
イ
ス
ト
ラ
・
ブ
イ
ス
ト
ラ
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
厳
寒
と
と

も
に
思
い
出
し
ま
す
。

カ
ラ
ン
グ
イ
収
容
所
。
ダ
モ
イ
あ
き
ら
め
ム
ー
ド
の
中
で
、

二
十
一
年
六
月
、

遅
い
春
と
と
も
に
突
然
に
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
車
。

ダ
モ
イ
と
言
う
監
視
の
声
に
、
疑
心
暗
鬼
に
揺
ら
れ
な
が
ら
着

い
て
み
れ
ば
、
カ
ラ
ン
グ
イ
収
容
所
で
し
た
。
千
五
百
人
収
容
。

私
の
部
隊
の
戦
友
も
多
数
お
り
、
演
芸
会
も
催
さ
れ
、
結
構

楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
夜
盲
症
に
か
か
り
苦
労
し

ま
し
た
。
作
業
は
農
業
と
建
築
土
木
の
よ
う
で
し
た
。
収
容
所

は
新
し
く
、
抑
留
者
の
建
築
に
よ
る
二
階
建
て
で
し
た
。
十
月

ご
ろ
、
ま
た
ま
た
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
車
、
行
き
先
不
明
の
ま
ま
発

車
。
ダ
モ
イ
等
夢
に
も
見
ま
せ
ん
で
し
た
。

ブ
ッ
カ
ッ
カ
収
容
所
。
鉱
山
の
部
落
に
て
段
差
の
多
い
坂
道

で
、
一
つ
の
山
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
収
容
所
は
、
以
前

鉱
山
勤
務
者
の
住
ま
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、
二
十
畳
く
ら
い
の



部
屋
が
十
以
上
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
三
百
人
ほ
ど
収
容
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、

作
業
は
鉱
山
作
業
と
伐
採
作
業
が
主
で
し
た
。

私
は
二
十
二
年
五
月
ご
ろ
ま
で
伐
採
し
、
以
降
二
十
三
年
七
月

に
帰
国
す
る
ま
で
鉱
山
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
給
与
の
改

善
と
と
も
に
体
力
の
回
復
に
よ
り
、
若
さ
も
あ
り
、
作
業
も
苦

に
な
ら
な
く
な
り
、
常
時
、
ノ
ル
マ
の
完
遂
に
よ
り
一
〇
〇
％

を
超
え
、
月
に
二
百
ル
ー
ブ
ル
を
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
給
付
を
受

け
、
嗜
好
品
等
を
買
い
求
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
二
十
二
年
ご
ろ
よ
り
、
日
本
新
聞
に
よ
る
民
主
化
の

波
も
急
を
告
げ
、
軍
隊
の
階
級
制
度
の
廃
止
と
同
時
に
、
抑
留

者
に
よ
る
所
長
の
選
挙
等
。
演
劇
を
中
心
と
し
た
文
化
活
動
。

共
産
主
義
の
啓
蒙
等
。
二
十
二
年
の
後
半
よ
り
二
十
三
年
に
か

け
て
激
動
の
時
代
で
し
た
。
ハ
ラ
シ
ョ
ー
ラ
ボ
ー
ト
は
外
出
も

許
可
さ
れ
、
食
堂
で
ロ
シ
ア
娘
を
交
え
な
が
ら
軽
食
を
し
た
思

い
出
も
あ
り
ま
す
。

七
月
、
収
容
所
の
閉
鎖
と
と
も
に
、
い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ

た
ダ
モ
イ
。
チ
タ
市
に
お
い
て
帰
国
団
の
編
成
を
し
て
、
貨
物

列
車
（
二
段
式
）
に
て
鉄
路
ナ
ホ
ト
カ
へ
。
一
、
二
、
三
の
収

容
所
を
通
過
し
て
八
月
二
十
日
前
後
出
港
。
三
年
ぶ
り
に
見
る

祖
国
、
日
本
。
郷
里
の
方
々
、
家
族
等
、
思
い
は
め
ぐ
り
、
期

待
と
不
安
に
興
奮
が
や
む
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

悲
惨
な
抑
留
者
の
生
活
　 

新
潟
県
　
周
佐
喜
代
止
　 

昭
和
十
八
年
に
高
田
連
隊
に
入
隊
し
て
間
も
な
く
北
支
派
遣

と
な
り
、
河
北
省
の
清
豊
県
、
嶋
第
二
九
六
五
部
隊
で
初
年
兵

教
育
を
受
け
、
や
が
て
陣
第
四
二
八
六
部
隊
眞
柄
隊
に
編
入
さ

れ
、
毎
日
の
作
戦
で
移
動
が
続
き
新
城
県
で
左
肩
を
負
傷
し
ま

し
た
。
ま
た
、
河
南
戦
等
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
二

十
年
八
月
に
急
に
戦
況
が
変
わ
り
、
万
里
の
長
城
を
越
え
満
州

の
通
遼
で
終
戦
と
な
り
、
奉
天
で
武
装
解
除
さ
れ
北
陵
大
学
に

集
合
。
そ
の
後
人
員
の
関
係
で
戦
友
と
も
別
々
の
貨
車
に
乗
せ

ら
れ
、
私
た
ち
は
ウ
ラ
ジ
オ
経
由
で
帰
す
と
だ
ま
さ
れ
、
着
い

た
と
こ
ろ
は
囚
人
た
ち
の
働
く
ブ
カ
チ
ャ
チ
ャ
の
収
容
所
で
し

た
。
作
業
は
坑
内
炭
坑
で
し
た
。
食
糧
の
悲
惨
さ
は
一
食
分
が

湯
呑
茶
碗
一
杯
の
豆
、
そ
し
て
ア
ワ
、
雑
穀
の
粉
等
、
そ
れ
も




